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　　　　　1　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　　　ができ，しかも一時点の測定値を得るだけでなく，連

　胃疾患の治療にあたっては，胃液分泌尤進剤，ある　　続的な測定もできる上，働虚1流蟻と胃液分泌蹴とを同

いは分泌抑制剤の使用，胃冷却あるいは外科的治療な　　　時に測定，比鮫すξ）ことが可能であり，しかも急挫樂

ど各種の方法が行われているが，冑のあらゆる機能と　　　験・慢性実験のいずれにも適用できる利点をもつアミ

血流との間に密接な関連性カミある以上，これらの方法　　　ノピリン・クリアランス法2）鴫）により胃の1血1流動態

の選択，効果判定には単に治療目的である機能，ある　　を測定し，さらに各種薬剤，胃冷却あるいは脱血ショ

いは病態だけを対象にするだけでなく，闘の皿L行動態　　　ックが田血流盤に与える影響を孟灸討した。

に対する影響も十分に考慮する必要がある。たとえぽ

胃，一卜二指腸潰瘍に対する薬剤治療，迷座神経切断，　　　　　　　　II　爽験方法

あるいは冷却，凍結法など，そのどれについて考えて　　　　　L　アミノピリン・クリアラソス法

みても冑の血流貴に対して与える影響が大きなことが　　　　本研究に用いたアミノピリソ・クリァランス法にっ

十分に考えられるし，潰瘍の治癒，あるいは止1血L効果　　　いてShore　14）らにより，1血中に入ったアミノピリン

などについても」血L流の変化を基盤にして，検討されな　　が」血液から冒液へ拡散される墨は胃の粘膜血流難にょ

ければならない。しかし胃の血行動態に関する研究は　　　り左省され，またアミノピリンは冒粘膜毛細血管を1

いろいろな方法で行われてきたが，腎壁においては解　　　囲通過する際その全壷が胃液の中に排出されること

剖学的血管構築や血行の生理が極めて榎雑であり，こ　　　が明らかにされており，この性質を利用すれば，アミ

とに分泌機能をもつ粘膜部分と虫として運動機能をも　　　ノピリンの」面1中濃度と胃液中の濃度，さらに胃液量か

つ非粘膜部分とはそれぞれ特異な血流分布を示してい　　　ら，胃の1重疏母を求めることができる。しかし胃血流

るために，それぞれの」血L行動態の特長を知ろうと企図　　　の測定にクリアランス法を利用する場合，考慮しなけ

しても，方法論的な園難さがあり，今日までいろいろ　　　ればならない恵がいくつかある。すなわちアミノピリ

な測定法が考案され，発表されてきたが，複雑な装置　　　ン・クリアランス法はイオソ化傾向の弱い，しかも非

や手技，あるいは生体における観察を行うのにあたっ　　解離型のアミノピリンに対する胃粘膜の透過性を応用

て，非生理的な条件を必要とすることなど欠点がある　　　したものであり1珈6），イオソ化されていない状態では

ことも事実であった。また，ほとんどすべての報告が　　　このような塩基は粘膜を境にして，血管内から血管外

胃全体の血流量（胃全血流量）の測定であって・闘の　　　へ，またll肛管外から血管内へ　どちらの方向にも通過

粘膜血流墨を分離して測定を行った報告は本論文の主　　することができるが，一且解離を趨こすと，イオン化

題である薬剤・クリアラソス法あるいはアイソトープ　　が起きた側から膜を通過して反対側に移動することが

を使用したクリアラソス法1）などによるものに限られ　　できなくなる、さて11旦漿（pH　7．4前で受）においてはア

ている。しかし後嵩の方法によって得られた成績はあ　　　ミノピリンはほとんどイオソ化を起こさないが，liゴ液

る一時点の血流量を表わしているわけで，経時的な変　　　（pH　2・0前後）中1こおいては高度なイオン化を起こす

化を知るためには多数の実験動物を使って，各時点群　　　ために，循環血中に入ったアミノピリンは一方々向に

の間で比較を行わざるを得ない。そこでわれわれは胃　　　移動し，胃液中に排出される。なお岡液中のアミノピ

全血流鐘と冒粘膜1血流蚤を一応分離して測定すること　　　リン濃度と」血L漿中のアミノピリン濃度との比率（R）
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は次のような関係式から求められ惹、　　　　　　　　　　24時間絶食させた雑種成犬をミソタール麻齢下に開

　　R躍＿1土．10駐1～観二．pHg、．　　　　　　　　　腹し・脾動脈および脾静脈の脾枝を結紮し，つい饗llll1

　　　　　1＋1°亘〕Kい1搬　　　　　1　ll撒以外卿）撒姻一べて劇鞭陛と4，臨
　pl（a：アミノピリンの欄些轍　　　　糺ておき諮ら購1写灘が1・脈繍，に流入す翻

端講諜輯＿＿蝿．雷論託繍雛厳1臨撃響堺
、㍉難晦汁肌煽野果において肺ずか闘墨艘　して謂からの還潮脈1血剛采取できるよ・にした
に過ぎず，附膜に、おける。，、ピ，。のク，ア。。　（図1）・

スに噸流の影榔大い、。靴らいている。とを示し　漁こクリアランス蹴法により1・鼠1の酬　・妹める

て、、るものであろう・）17）18・．。の鮭櫨していれ　ため，アミノピリソ2（剛体：蜘鱒～i三し，その伽

ば，。，ノピリ。．，リ。。以滋」、。て　翻蜘　網尋、趾して5’1琳蜘／醐のアミノピリンを櫛樒

灘酬定する。とがでぎ考、わけで，．・ラア，瑞尿　注人した諮てクリアランス法駄り・n・澗・擁謁

聯よ粥ク・・…の搬と1司駄計獄にょっ　醐E整酬するために必蹴鰍，骸嫌1蹄
て粘膜麟量猷めらま、るΩ　　　　　可徽かぎり完雑行うことで脳の”砺瀦は

　　・一隻罫　　　　　　　t搬羅紮蹴㌶lllた，難婆嫉鴇厳響

　　C：クリアラソス値　　　　　　　　　　　　　　　な選んだ揚合，郷刺激『ドの状態で1凱冑液分泌轍が少な

　　G謂液中のアミノピリン濃度　　　　　　く，クリァランス法の鋤臨上，火切な1職蛾の完駕9

　　P：」飢漿中のアミノピリン濃度　　　　　　　　　　計測が隔難になり，計測値が不i1…甜1になることな防ぐ

　　V：冒液分泌盤（単位時閲あたり）　　　　　　　　ため，Iiarper8）が提11昌したPH3．1）の等張マソユi一ル

　なおアミノピリンの濃度はBrodie＆Axelrodゆの　　　液を習液採取にさきだって留内膝に溌入して，少：融の

方法に従って求められる。次にアミノピリン・クリア　　　留液でも完金に採取できるようにして，非刺激下の」飢

ラソス法匹よる腎全lllL流母の測定は，　Fick1B）2°）21）の原　　　流動態を調べられるようにしたほか①8）m》，あらかじ

理に従って，次の式から留全1丘1流昂：を求めることがで　　　めヒスタミソまた欧ガストリンを投与しておいて，刺

きる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　激下の血流量を求め，刺激下の1響血流蹴力弍他の刺激に

搬灘贈・篇｛…i霧雛勢鶴蟻遷誌駕櫨難鵠1篇蒲撚1誰

（副紛…幕胃静脈亜デミアrリヲ濃慶砺ノ紛　　述べたアミノピリソ・クリアランス法により鍬11し

　なお，胃動脈血エアミノピリン濃度は大腿動脈頂1アミ　　た。

ノピリン濃度で代用して差皮えない。　　　　　　　　　　　　3．　全身動脈血脹の測1竃

　　2．　胃粘膜血1流最および胃全血流量の測定　　　　　　1封血流鍛の測短と平行して，全身動脈inL圧の嚢化な
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図1・　　　貿選流静脈血の採取法
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測定しておくため，左大腿動脈にカニニ。一レを挿入　　　た。

しこれ欝E蜘飢圧計（【林光電）に接続した、，　　　　6．1呈鈴却1麟：迄

　　4一黎嚇渡および直II勢温度の測楚　　　　　胃1触芝へ挿入したバルーンの噛1二，冷却水な・・一タ

ガラス電極サーミスター（タカラSPD－10）鮒体　　リーポン勇C循環させて，　ll鈴却概ナった（図2）、，

部粘膜下に挿入して一酎壁温度を測定し1ω陽温は経　　な二fδ復灘は冷却巾⊥i二，自然加温によった¢

肛門的に挿入したサーミスター・によって測定した沿　　　　　　7．電磁流魁計にょる冑」丘L流敏の測建

　　5・腎液酸度の測箆　　　　　　　　B・rt・11－Opit…）の方法鶴重って1糖潅流する1徽
　冑液酸度の測定はp正1メーター（1≡1立，M5型）によっ　　　のすぺてが一本のカテーテルな通るように操作し，冑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨静脈に挿入したカテーテルを電磁流超：計（日木光’iE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF－2型）のトランスデ、、一サーに接続し，胃」nL流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓・を介して大1附脈麟した・榔）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1耳1　輿験成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　L　麻酔下，り1煉1激状態の1奪．1血1流錨：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の方法で得た麻酔下，非刺激状態における習全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1血裏流11｝：および留渦ii膜血流量の測箆値は表1の通りであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。すなわち胃黛．lnL流撤は1⑪・9～98．3躍6／分の問に，ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た胃粘膜mL流鐙1よU～8．9形／分の間にある9しかしこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れらの測窟値は体重の蕊，ひいては冑の重嵐：の差にょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り顯然違りているので，留煎量19惑りの留1疽真流搬を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勢：出するため，災験終了後直ちに田を捌出して煎：蹴を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定し，算出した結衆，冑ゑ姐L流量1よ冒19当りO．1〔｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～0・77認／分，平均0・31土0・21曜／分になり，周1チ噺り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の胃粘膜血流：量は0・01～0・06認／分，平均0．033土0．014紹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／分となる。また留金血流量に対する岡粘膜血流燈の

　　　　　　　。一タリー　　冷踊　　齢は10土5％である・な織験に使肌たイ・の体
　　　　　　　　ポンプ　　　　　　　　　　　　重は8．5～玉6．0幅平均13．2脇胃重鑑は86g～18偲で

図2・　胃冷却法　　　　　平均129チであり，体重に対する胃璽盤比は平均0．0009
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図　3．　　　篭滋流鍛計による胃全．血流盤測定法
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表1　　　　　　胃　　血　　　流　　　量

　　　　　　　　　　　　　　　胃粘脚1流盤　　　胃全血流量　　粘膜1血雌
No．　　　休　重　　　胃重量　　　　　　　　　　　一一……一一一・　一　一　　　／

　　　　　（吻）　（の　幽紹／励〃・6加・幽〃　赫L洗
1　　　　　　　12．5　　　　　　110　　　　　　2，1　　　　　0．02　　　　　20，8　　　　　0．19　　　　　　10

2　　　　　　　14．8　　　　　　138　　　　　　6，3　　　　　0，05　　　　　77．⑪　　　　　0，56　　　　　　　8

3　　　　　　　13．4　　　　　　128　　　　　　5，8　　　　　0，05　　　　　98．3　　　　　0．77　　　　　　　6

4　　　　　　　15，5　　　　　　130　　　　　　2，7　　　　　0，02　　　　　25，3　　　　　0．19　　　　　　11

5　　　　 14，8　　　　126　　　　5，0　　　0．04　　　67．4　　　0。53　　　　 7

6　　　　　　　11，5　　　　　　110　　　　　　2，7　　　　　0．03　　　　　29，2　　　　　0，27　　　　　　　9

712．81084。90．0583．40．7768　　　　 13．5　　　　120　　　　5．4　　　 0，05　　　 78．0　　　 0、65　　　　 7

9　　　　　14．2　　　　128　　　　3．9　　　 0．03　　　 74．7　　　 0．58　　　　 5

10　　　　 12．4　　　　110　　　　4．4　　　 0．04　　　 56．4　　　 （，．51　　　　 8

11　　　　　8．5　　　　95　　　　1．6　　　0．02　　　12．7　　　0．13　　　　13

12　　　　　　　9，3　　　　　　　86　　　　　　1．1　　　　　0，01　　　　　10．9　　　　　0，13　　　　　　10

13　　　　　　　11．7　　　　　　126　　　　　　2．2　　　　　0，02　　　　　28．2　　　　　｛》，22　　　　　　　8

14　　　　　　　14．5　　　　　　138　　　　　　5．8　　　　　0．04　　　　　81，2　　　　　〔｝，59　　　　　　　7

15　　　　16，0　　　　155　　　 4．9　　　0．03　　　26．2　　　0．17　　　　19

16　　　　　　　12、8　　　　　　138　　　　　　4．9　　　　　0，04　　　　　47．7　　　　　0，35　　　　　　10

17　　　　　　　13，8　　　　　　121　　　　　　3，9　　　　　0，02　　　　　63，1　　　　　0，52　　　　　　　｛｝

18　　　　　　　11，0　　　　　　136　　　　　　6，8　　　　　0．05　　　　　65，4　　　　　0．48　　　　　　10

19　　　　　　　14，0　　　　　　180　　　　　　2，3　　　　　0，01　　　　　18，6　　　　　0，10　　　　　　12

20　　　　　　　13，5　　　　　　130　　　　　　4，3　　　　　0，03　　　　　53．6　　　　　0．41　　　　　　　8

21　　　　　　　16．5　　　　　　170　　　　　　4．1　　　　　0，02　　　　　40．8　　　　　0，24　　　　　　1〔｝

22　　　　　　　14．0　　　　　　110　　　　　　5．0　　　　　0、05　　　　　24，0　　　　　0，22　　　　　　21

23　　　　　　　13，6　　　　　　　128　　　　　　6，0　　　　　　0．05　　　　　　70．1　　　　　0，55　　　　　　　9

24　　　　　　　13。0　　　　　　135　　　　　　2．3　　　　　0，02　　　　　31．6　　　　　0，23　　　　　　　7

25　　　　　　　　12．8　　　　　　　96　　　　　　3。1　　　　　0。03　　　　　　12．4　　　　　　0，13　　　　　　　25

26　　　　　13，0　　　　160　　　　4．4　　　0．03　　　 32．8　　　 0，21　　　　13

27　　　　　　　14．5　　　　　　158　　　　　　8，7　　　　　0．06　　　　　69．6　　　　　0，44　　　　　　13

28　　　　　　　　9，5　　　　　　138　　　　　　8，9　　　　　0，06　　　　　97．1　　　　　Q．70　　　　　　　9

29　　　　　　　16．0　　　　　　　115　　　　　　1．8　　　　　　0，02　　　　　　24、3　　　　　　0，21　　　　　　　7

30　　　　　　　14．8　　　　　　152　　　　　　4，1　　　　　0．03　　　　　39，6　　　　　0，18　　　　　　10

31　　　　　　　12．0　　　　　　120　　　　　　3．9　　　　　0，03　　　　　19．3　　　　　0．66　　　　　　20

計　1阻1，912豊、・…4°fl％14傑、。、“量。211。・・

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変動に認められなかった。

　次に胃粘膜下温度は35・5°C～38°C，直腸沼孟は36～　　　　　　3・薬物刺激の胃血流量に対する影響

38°Cであり，実験全経過を通じてそれぞれの変動は　　　　　　（1）抗ヒスタミン剤の胃血流：量に対する影響

1°C以内であった。なお本実験に際して大腿動脈血圧　　　　後述するような胃液分泌刺激剤・ヒスタミンが全身

が120㎜Hg以下の場合には災験対象から除外した。　　　的に与える副作用を除外する1ヨ的で抗ヒスタミソ剤，

　　　　a　麻酔剤の胃血流量およびpHに　　　　　　　ヒスタクール10解の前投与を皮下注射によって行った

　　　　　及ぼす影響　　　　　　　　　　　が，木剤投与による1奪全1血疏鑑，胃糊莫酬1鍛および

　実験にあたってはミソタール301卿体重吻の皮下注　　　冒液pHの変化は誌められなかった。

射により麻酔を行ない・また測定・秘要に応じてミン　　　（2｝ヒスタミソの胃血疏最に与える影響

タール50㎎を追加することがあったが，大腿動脈」血L圧　　　　ヒスタミン刺激による胃金i血L流：量，胃粘膜血流殿お

の一過性の低下以外，胃血流最の変動および胃液pH　　　よび胃液分泌貴の変化を2種類の周液採取法により論
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表　2　　胃全並L流量（TF），冒紬1膜血流蟄（MF），胃液分泌量（SV）に対する

　　　　　ヒスタミンの影響

No．　体重　　同1重蚤　　　　　　　　　　一一・一　・一一…一…∫一一一一　　　　　　一一一一一一訟一一一・一一一

＿＿＿＿」一塑L」の＿＿＿一＿　　　＿　　　＿＿％）＿　　　　　（％）　　　　　　（％）

、。，醗投揃略、繍ン　略、編ン　ヒ猛鹸ン
盈　　囎　・鋼1・蜘増力II率麗加増加率，蜘増聯

　　　　　　　　　　　ζrF　　　　　70．4　　　　　　83．3　　　　　　十　　18　　　　　107．2　　　　　十　52　　　　　96．9　　　　　　十　38

65　12，6　　130　MF　　4．1　　6．3　　十54　　11．6　　十183　　11．5　　十181

　　　　　　　　　　　SV　　 O．17　　0．32　　十88　　　0．61　十259　　0．46　　十171，

　　　　　　　　　　TF　　20．4　　31．2　　　十53　　39，2　　十92　　25．2　　　十24

66　11．8　　120　MF　　3．4　　8、6　　十153　　15．6　　十356　　13．2　　十288

　　　　　　　　　　　SV　　 O．14　　0．27　　十93　　　0，54　　十286　　0．28　　十100

　　　　　　　　　　TF　　　　20．5　　　　　31．0　　　　　十　51　　　　　52．9　　　　十158　　　　38，3　　　　　十　87

67　15，8　　149　MF　　2．8　　　8，0　　十186　　15．4　　十45〔｝　　12．2　　十336

　　　　　　　　　　　SV　　　O．12　　　0．43　　 十258　　　0。81　　十575　　　0．68　　 十467

　　　　　　　　　TF　　 37．1　　　48．5　　　十41　　　66、4　　十101　　53．5　　　十50

平均値MF　3．a　7．6　＋131　14，2＋33112．3　＋268
　　　　　　　　　SV　　 O，14　　0，34　　十146　　　0．65　　十373　　0．47　　十246
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き75
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8
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お

　　　　　　　　　　究　　　ハ
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　　　　　　　　　！　、1　レ’　　＼
　　　　　　　　　づ　冒　　　　　、

r＼／v　＼
。、ノ　　　　　’ぢ

　一騨一胃全血流量　　 卜、

　　　　　　　　　　　’　　、、

　　　　0123　　　π’、　　　　　　　　　TlME（h°u「s）　　　　　　　　　　よび図7，8）。またこの場合にも胃粘膜1重L流量と胃液分

図4髄血流鍛澗糊顛流最に対するヒスタ　泌量との間にも図9のようにi轍欄係（y富＿4ρ7
　　　　　ミンの影響　　　　　　＋。77、）耀めら批。

けて検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c）ヒスタミソ皮下投与例

　　のヒスタミン静脈内投与マソニトール注入胃液　　　’ヒスタミソO．05π卿体重吻の皮下投与を行ったとこ

　　　採取例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ，投与後15～30分間で胃全血流量，胃粘膜血流最お

　ヒスタミンの静脈内投与量を0・47解／時，0・8剛時と　　　よび胃液分泌量は最高値を示した。すなわち胃全血流

増加するに従って，胃全血流墨，胃粘膜血流量および　　鑑は64、5～164．0η6／分，酬li膜血流趨：は11．1～28．2〃

胃液分泌最のいずれも次第に増加するが，投与蚤を　　　分，周液分泌燈は5～10惣6／15分であり，胃全血流鍛

L6昭力1寺に増鍛した場合には0．81卿時の場禽より三者

ともいずれの測定値も減少した。なお非刺激時に対す

る0．8〃厚／時の場含の平均増加灘は間全1血L流鑑において

は101％，胃粘膜血流盤1こおいては331％，岡液分泌猛

においてほ373％であった（衷2および図4，5）。談た

胃全血流蚤に対する糊粘膜血流量の1！瓢念は対照1時9％

であるが，ヒスタミンの投与量の増すのに従って
0．4刀聖7／降｛舜ニゥよ16タ6，　0．821呼／h々こをよ20％，　1．6刀〃／罪寺蔭こ｝よ

23％となった。なお胃粘膜」亀流蟻と胃液分泌量との間

には図6のように直線的関係（y篇4．97十〇．84x）が示さ

れた。

　　b）ヒスタミソ｛貨与，’マンニ・トー・ノレ液劃ドイ直用，腎

　　　液採1反例

　マンニトール液を胃内腔注入する方法によらず，し

かも1署液分泌〕t進剤を使用しない罪刺激下に胃液を採

取することは不可能なためにヒスタミソをα翻亭／時の

割合で静脈内に投与した場合の測驚値を0．8互㎎／時，1．6

㎎／時を投与して得た測建偵と比較した結果，前述に

マンニトール使用と同様な傾向が認められた（袈3お
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図　6．霧粘膜1臼疏鐙と胃液分泌：蹴（ヒスタミソ刺激下，マンニトール液淀入による

　　　　胃液採取）図中の同一マークは1司一雲験1二於ける測定値を表わす⇔

表3胃全血1流鍛（TF），甥粘膜血流鍵（MF），1蔓腋分泌量（SV）に対するヒスタミソの影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒスタミン　ヒスタミソ　ヒ．スタミン

　　N。．体重　髄騒：測燃1ヨ．，q・蜘厄、、、」墨鮒砿コ過ゼ塾＿

＿＿＿
@　一　（套鐙一＿．　（亘≧　．　＿　＿．　　塑麺’L＿＿＿塑∠塑…＿＿＿＿鎚血L＿＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TF　　　　　 33．9　　　　　100．7　　　　8L7

　　25　　　10．0　　　78　　MF　　　　3．8　　　　17．3　　　王4．0

＿＿＿＿＿．＿．＿　　　　　　　　　　　　　SV　　　　　 O．12　　　　 0，54　　　 0．52

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TF　　　　52．4　　　12L8　　　89．0

　　　24　　　11．3　　　104　　MF　　　　9．4　　　　35．0　　　24、3

＿＿．、
@　　　　　　　i．　　　　　　　SV　　　　　 O，21　　　　　〔｝．78　　　 0．78

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’rF・　　　　　　37．5　　　　　　　96，4　　　　　82．6

　　26　　　10．2　　　120　　MF　　　　3．8　　　　13。2　　　1α4

－　　　　　＿　　　　　　　　　SV　　　　 O．14　　　　0，43　　　‘｝．36

　　　　　　　　　　　　　　　グrF　　　　　 4L3　　　　　106，3　　　　84．4

平　均　値　　MF　　5．7　　21．8　エ6，2
　　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　O’16　　　　0。58　　　0．55
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…一一一■一 ﾝ全血流澱 @六

　　　　1憶，齢

　　　　／ノ戯へ

　　　／ノ　　、心ゆ

　　ノ’／！　　　　　　レ赴
へ　1！ノ
1＼　’／　’

胃粘膜血潮 n曾
　　　　　1、ハ
　　　容！、ハ

　ノ　　　、嘱

’　dρ’

4〆’ノ
瓢噛＿♂

膜1丘L流：駈およびll響液分泌掻の変化を測定した。

　　a）テトラガストリソ静脈内｛紫与・によるマソニト

　　　ール泣入習液採取．例

　テトラガストリソの静脈内投与・壁を751‘〃時，150μρ

／時・と増加すると，　冑企mL流・1逼：，冑牙ゴ胡嘆1‘匹流批，　穿奪液

分泌蹴のいずれも1：1と・与前の値にくらべて，次第に増加

するが，300μ〃li・ξ・と増’1：裏1：した場・r？にはいずれ．も150〃

／時にくらべてかえって減少した。な蕊投与：量が150μチ

／時の揚・合，投与前の値に対する平ユ臼増加率は冑全1血し

流｝亘1：においては85％，胃粘膜血流」．昌二に尉いてば204％，

1尚1液分泌：吊：に：｝15いては270％であった（．表4および図

11，12叉，また投一与前には12％て1あつた冑全1自L流1・i至に対

する岡粘膜血流爆二び）割・禽は，テトラガストリンを増難

するのに従って，75μ9／時の時に1よ19％15（1μ〃時の

1晦にを1仁1996／30〔）μ9／時の場台1’こ軟k16％となった。さら

に冑粘膜lfl17酋己、培：と冑液分泌帰：との間にし1：，ヒスタミソ

の」易合，！二llll様に1白：線的1劃係（y臨8，55十〇．7驕X）が示さ

れた（図13）c，

　　゜　　，㌦、（，。．，，）2　　3　　b）テ】・勃川冒リン静脈1搬加聞二1一峨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非使用，Ili丹夜採」取f列

図㌧讐騰’剛ll｛働温己鋤するヒス　・…嚇・・芋と1・様・…〃II鋤の・・ラ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ストリン静脈内投与による測驚値を150μ〃時㍉300μ炉

に対する1響粘膜血流鑑の割創よ17～21％であった（図　　／時投与時の測定縮l！〔とくらべてみると，マン轟トール

10）。なお岡時に測定した大腿動脈⊥血工圧はヒスタミン　　使川例と同様・テi・ラガストリンの投与圭逼：増加に伴っ

1・働厨時投与により軽！斐の減少がみられた，また1三1液　　て1｝漁L流」醤こも傾1司が示された（表5および図14，15

pHは2．5～1の間にあり一一定であっ一（，ヒ矧ミンの　）・また糊糊顛L瀞：と1｛ll夜分泌．1£1：との間｝蹴，・二の

増量による変化を示さなかった。　　　　　　　　　　場合にも甑線的関係（y＝躍一〇．85十1、88κ）が示され

　　　㈲　テトラガストリンの胃血流鑑に対する影響　　　た（図16）。

　次にテトラガストリソ投与による胃全血流量，賢粘　　　　c）テトラガストリン皮下投与例
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　図　8，　胃粘膜血流量・胃液分泌灘に対するヒスタミンの影響
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図　9・　胃粘膜」血工流錨：と1冒液分泌量（ヒスタミソ刺激下，マンニトール非使用）
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図1α　胃粘膜血流燈および胃全血流壁に対するヒスタミンの影響

表　4　　胃全血流最（TF），粘膜血流量（MF），胃液分泌壁（SV）に対するテトラガストリンの影響

恥鷹胃盤欝欝器謝鋸1暴嘉）爵戦漏畿戦器暴一
（の＿」2－）．＿三゜　”‘り二望”‘　瑚”‘’‘＿．．一、趨）’＿型岬　鑑）’一．冤『／．糊　「鰐）

　　　　　　　　　　　TF　　26．2　　43，2　　　十65　　54。5　　十108　　37．3　　　十42

75　16．0　　155　MF　　　5、0　　11．7　　十134　　19．4　　十288　　10．6　　十112

　　　　　　　　　　　SV　　　O．13　　0．23　　十77　　　0．55　　十323　　0．28　　十115

　　　　　　　　　　　TF　　47．8　　83．O　　　十74　　97、7　　十104　　93．8　　　十96

68　12，8　　ユ38　MF　　　5．0　　15。2　　十104　　17．8　　十156　　13．5　　十170

　　　　　　　　　　　SV　　　O．1　　　0。28　　十180　　　0．48　　十380　　0．47　　十370

　　　　　　　　　　　TF　　81．3　　95．1　　十17　　116，7　　十44　　79．6　　　－　2

69　14．5　　138　MF　　　5．8　　12．4　　十114　　15．6　　十169　　12．3　　十112

　　　　　　　　　　　SV　　　O・13　　Q・28　　十115　　　0．27　　十108　　0。61　　十369

　　　　　　　　　TF　　51．8　　73．8　　　十52　　89．6　　十85　　70．2　　　十47

平均値MF　5．3　13．1　＋117　17．6＋20412．1　＋131
　　　　　　　　　　SV　　　 O，12　　　0．26　　 十124　　　 0．43　　十270　　　0，45　　 十285
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表5　闘全血流「蹟（TF），闘粘脚血L流焔：（MF），

　　　摺液分泌量（SV）に対するテトラガスト

　　　リンの影響

　　　　　　　　　　　　　　　テガリ　テガリ　テガリ
　　　　　　体　　胃　　測　 トスソ　トスン　トスン
　　　　・・　璽蛋，零，1／繭｝レ／・、、隷，1：卿

　　　＿」擾滋麹一翌＿画梅ll＿遜遜1⊥垂聴＿

°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’rF　　　16，3　　　　32，0　　　　16，8

　　　　18　13．【〕　　122　rv1　F　　 2．7　　　7，4　　　6．1

　　　　　　　　　　　　SV　　O、〔｝9　　0．26　　0．26

　　　　　　　　　　　　TF　 19．3　　31．2　　M．7

　　　　38　1〔L【1　140　MF　　3．9　　7．｛｝　　5．3

　　　　　　　　　　　　SV　　｛｝．20　　0，30　｛｝，28

　　　　　　　　’rI歪　　　24，8　　　　40．1　　　　33．9

76　11．〔i　1311MF　　4．・1　11、3　10．9

　　　　　　　　SV　　　　O，1〔i　　　O，39　　　〔L42

　　　　　　　’rF　　　 20，1　　　　3．」．4　　　　21，8

平均値　MF　3、7　8，6　7．4
　　　　　　　SV　　Q．15　　0．32　　〔〕．32

　　1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4

　　　　　　　口ME（hour5）

図11．　留全lnL流量。胃粘膜1血L流：蹴に対する

　　　テトラガストリソの影響
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図　12・　留凝i膜1血t流量・摺液分泌墨：に対すゐテ1・ラガストリンの影響

　ヒスタミン同様テトラガストリンを体重》あたり　　あった（図17）。なお同哨・に測定した大腿動脈1魁旺は

7．5〆4投与した増合，投与後15～30分で胃全」血L流：臨　　　～：1三入初1り1に軽度な減少が認められたが・テ1・ラガスト

胃粘膜ln1流蟄，胃液分泌量は最高他を示した。すなわ　　　リソの増」致による変化は認められなかった。また1響液

ち胃全1血L流量は67，5彫～158躍6／分，胃粘膜血流蜷9・9η6　　pHは3・0～1・0の間にあって一定であり・これまたテ

～30，8紹／分，胃液分泌蚤は5～12彫／15分であり，腎　　　トラガストリンの増鍛による変化は1認められなかっ

全血流燈に対する1響粘膜⊥血流量の割合は15％～20タ6で　　た。
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表　6　胃全ユ血流鍛（TF），冒粘漠、血流鐙（MF）ケこ対するアドレナリソ（／μ9／匂／めの影響

投与前　　　投　 ・与　中　　　　投　 与　後
N“ j薯陛騨測纈目礪勧彫／舩饗野「隔響一
95　　　　　　14。5　　　　　　142　　　　　　TF　　　　　　69・6　　　　　　77・4　　　　　十1正　　　　　　88・4　　　　　十　27

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　8，7　　　6．2　　－28　　　5。9　　－32

34　　　　　　　9，5　　　　　　138　　　　　江’F　　　　　 97・1　　　　　102・4　　　　　十　6　　　　　112・5　　　　一ト　16

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　8．9　　　6．6　　－26　　　3、8　　－33

16　　　　　　13，0　　　　　　160　　　　　TF　　　　　　38。5　　　　　　42・0　　　　　十　9　　　　　　78・6　　　　　十104

　　　　　　　　　　　　　　氏IF　　　　4．6　　　　 3．4　　　－26　　　　 2．7　　　－41

平　均　値　　TF　68・4　73・9　＋9　93・2　一ト49
　　　　　　　　　　　　MF　　　7．4　　　5．4　　－27　　　4．1　　－35
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衰　7　　胃全1倉L流最（TF）、胃粘膜皿1流錯（MF），胃液分泌最（SV）

　　　　に対するイソプμテレノールの影響（ヒスタミン刺激下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒスタミン　ヒスタミソ0，8フ’塀／乃十

Nα　体重　髄iil測溺1目＿9・8鮒姦＿ゴ之ご煮レノコ憾型％妙率
＿＿．．＿＿…（骸L＿＿蜘＿＿＿＿＿＿喚妊＿＿＿…一型竺＿＿＿＿」挺L＿

　　　　　　　　　　　　　　7rF　　　　　　31，4　　　　　　　　　　　　12，5　　　　　　　　　　　－60

3｛｝　　　11．0　　　98　　MF　　　16．3　　　　　　8．8　　　　　－46

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　 O．51　　　　　　0．31　　　　　－39

　　　　　　　　　　　　　　くrF　　　　　　　34．3　　　　　　　　　　　　15，4　　　　　　　　　　　　－55

27　　　14，0　　　132　　MF　　　12．8　　　　　　9．8　　　　　－23

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　O，56　　　　　　　0．33　　　　　　－41

　　　　　　　　　　　　　　グrF　　　　　　　78．7　　　　　　　　　　　　　13．1　　　　　　　　　　　　－83

31　　　7．5　　　80　　MF　　　21．6　　　　　　6．1　　　　　－72

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　O．55　　　　　　　0．29　　　　　　－47

　　　　　　　　　　　　「rF　　　　 49．0　　　　　　　　13．7　　　　　　　 －66

平　　　均　　　値　　　MF　　　16．9　　　　　　8，2　　　　　－47

　　　　　　　　　　　　SV　　　 O，54　　　　　　0．31　　　　　－42

表8　胃血1血流鑑（TF），ド猟！i膜⊥血L流最糊（MF）寧留箔皮分泌搬（SV）

　　　　に対するイソプロテレノールの影響（ヒスタミソ刺激下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒスタミソ　ヒスタソミ0．8η》／ん十

Nα　体露胃難測定囎＿鍍磁一互且数と虫塑ゐ変儲

＿＿
@　（海の　．丈の一＿＿＿＿．忽塾L＿＿＿」塾L＿＿＿＿艶＿＿
　　　　　　　　　　　　　　’rF　　　　　　86、5　　　　　　　　　　　　87，2　　　　　　　　　　　十　　8

18　　　12．5　　　96　　MF　　　19．4　　　　　　28．7　　　　　－1－48

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　 O．49　　　　　　0．65　　　　　十33

　　　　　　　　　　　　　　TF　　　 92．0　　　　　　　83。6　　　　　　－　g

90　　　12，8　　　116　　MF　　　20．9　　　　　　27．8　　　　　十33

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　 O．52　　　　　　0．59　　　　　十14

　　　　　　　　　　　　　TF　　　43．1　　　　　　44．0　　　　　　十　2

7　　　8．5　　　120　　MF　　　10，3　　　　　　22．6　　　　　十119

　　　　　　　　　　　　　SV　　　 〔｝．28　　　　　　〔｝，30　　　　　十　7

　　　　　　　　　　　　　丁、F　　　　 73．9　　　　　　　　71．6　　　　　　　　　0

　平均値　MF　16．9　 26．4　十67
　　　　　　　　　　　　　SV　　　 O．43　　　　　　0．51　　　　　十18

　　　㈲　アドレナリンの胃血流墨に対する影響　　　　　　　⑤　イソプロテレノールの胃1血1流盤に与える影

　アドレナリン1μ9／体蛮吻／時の割合で静脈内に点滴　　　　　　　響（ヒスタミン列1轍下）

注入すると，胃全血流最は投与中変化を示さなかった　　　　　a）イソプロテノール2紹／時静脈内投与

が，投与中止後碍全血流貴は増加して，平均増加率は　　　　あらかじめヒスタミンにより刺激を加えておいて，

49％となったが，留粘膜血流鐙は投与［．ll，投与中止後　　　2π切時あたりのイソプロテレノールを静脈内投与する

のいずれの時期でも減少し，その平均減少率は投与中　　と，1響余血流蟻，留粘膜血流量および1奪液分泌猛はい

において27％，投与中止後において35％であった（糞　　　ずれも減少し，その平均減少率は1塁1全血流量において

6および図18）。またアドレナリン投与前11％であっ　　　は66％，留粘膜血流蟄にオδいては47％，留液分泌盤に

た胃全血流貴に対する胃粘膜血流鍛の割合はアドレナ　　　おいては42％であった（表7および図19，20）。またイ

リン投与中には7％に，投与中止後には5％となっ　　　ソプロテレノール投与前30％であった胃全ユnL流燈に対

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する胃粘膜血流母の割含は61％となった。
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表　9　　胃全血流量（TF），胃粘膜血流錨：（MF）に対するセクレチソの影縛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投与前　セクレチン2σ／匂／海　　投　与　後

＿坐．イ騒㌧蟹：＿璽班1⊥ヨ亟二」亙『襟騎三塾．壌饗∵、

　　　　　　　　　　　　　　　　TF　　　　　　65．5　　　　　77．3　　　　　　十18　　　　　84．7　　　　　　十29
　　60　　　　　　　11，0　　　　　　　136

　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　4．5　　　3，4　　－24　　　3．7　　－18

61　14．0　180　TF　18・6　22・〇　＋18　17・7　－5
　　　　　　　　　　　　　　MF　　　2．3　　　1。4　　－39　　　1，1　　－52

62　　　　　　13．8　　　　　　121 TF　　　42．1　　48．9　　　十16　　54．6　　　十30

MF　　　3．9　　　2，8　　－28　　　3．0　　－23

平　均　他　　TF　42・1　49・4　＋17　5a3　＋21
　　　　　　　　　　　　塞圧F　　　　　　3，6　　　　　　2，5　　　　　－30　　　　　　2，6　　　　　－31
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図23・　周全血流量・構粘膜血流藍｝：に対するセク

　　　　レチンの影響

図2¥鱗興、騰雛襲診蔽　　（・）…チ・の轍㌫対す・影響
　　　　　　下）　　　　　　　　　　・）セクレチン単独投与
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セクレチンを2単位／体重吻／時の割合で点滴注入す

　　b）イソプロテレノール171塀／時投与　　　　　　　　ると，留全血L流：量の平均増力瞬｛は投与中においては17

　しかし，イソプロテレノール投与董を半鐙，すなわ　　　％，投与中止後においては21％となる、，しかし岡粘膜

ち17’幌／時とすると胃全血流蚤には変化がなく，胃粘ll奨　　1血流最：はこれとは反対に投与中3（）タ6，投与中止後3125

血流鑑と胃液分泌最はいずれも増加した。しかし腎粘　　　の減少を示した。次にセクレチン投験前18％であった

膜血流量の平均増加率は67％であったが，胃液分泌蟄　　　ll絵1丘L流鑑に対づ嚇る腎粘膜1血L流fll：の劉合は投与中には

の増加率は18％にとどまった（表8および図21，22）。　　　15％に，投与中止後には1｛う％であまり薯変は1認められ

またイソプロテレノール投与前23％であった周全1血正流　　　なかった（爽9および図23，24）。

蟄に対する胃粘膜血流盤の割合は76％となった。　　　　　　　b）テトラガストリン刺激下における・ヒクレチソ
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表10　　　胃全血流：駄（TF），胃粘膜血流撮：（MF），腎液分泌量（SV）

　　　　　に対するセクレチソの影響（テトラガストリソ刺激下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投与前セクレチン2ひ吻／ん　投与　後

＿N譌aQ避一塑∵亜π1二亜二璽ll亜3窺ll
　　　　　　　　　　　　　　　　TF　　　61．0　　　15．6　　－74　　11，3　　－81

　　91　　　15，2　　　140　　MF　　　17．8　　　3，0　　－83　　　2．9　　－84

　　　　　　　　　　　　　　　　SV　　　O，83　　Q．13　　－84　　　0．11　　－87

　　　　　　　　　　　　　　TF　　　7L2　　　11．6　　　－84　　　9．2　　　－87

92　　　12．7　　　121　　MF　　　9．5　　　0。8　　－92　　　0．7　　－93

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　O，44　　0．06　　－86　　　（，，03　　－93

　　　　　　　　　　　　　　TF　　　　　96．5　　　　　17．8　　　　　－82　　　　　13．3　　　　　－86

93　　　14．6　　　136　　MF　　　16．1　　　2．7　　－83　　　2、0　　－88

　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　O．52　　　0，13　　 －75　　　 0．05　　　－90

　　　　　　　　　　　　’rF　　　 76．2　　　 15．0　　　 －80　　　11．：3　　　－85

玉1三　　　』句　　　 看虹　　　　 MF　　　 14．5　　　　2、2　　　 －86　　　　1、9　　　 －88

　　　　　　　　　　　　SV　　　 O。60　　　0．11　　 －82　　　0、0｛う　　一9〔｝

ぞ

・E　　　　　　　　　　　　　　　SECRETIN　2U／kgm
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図24　胃粘膜血流：殿・胃液分泌盤に対するセクレチンの影響

　　　投与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）。次にセクレチン投与渕8％であったlll全血流盤

　あらかじめテ】・ラガストリン150μρ／時の静脈内投　　　彫こ対する腎粘膜血流量の割合は，投与中および投与ゆ

与により刺激を与えた後，セクレチソを2単位／体重　　　止後にはいずれも5％となった。

》／時の割含で点滴淀入すると，投与中ならびに投与　　　　　4・低温刺激の胃血流量に対する影鱒

中止後のいずれの時期にも胃全1血工濁己量，胃粘膜1血疏量　　　　（1）30°c冷却

および胃液分泌鼠は著しく減少し，その平均減少率は　　　前述した賀冷却装i猷によって，11劇隙こわたって胃

胃全血流盤においては投与中80％，投与1－II止後85％　　　　粘膜下温度を30°C前後にとどまるように冷却すると，

甥粘膜血流盤においては投与中86％，投与中止1麦88　　1響全1nL流燈は減少し，その減少鄭は22錫となった。冷

％，また胃液分泌量においては左貨与中82％，投与中止　　去llを中止すると，周全並疏蟄1よ直ちに増加しはじめ冷

後には90％となり，著変を示した（表10および図25・　　　却前の値をこえ，その平均増加準は60％に及ぶ。lll粘
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図25．　剛≧血流燈・1酬iii11莫血液轍に対するセク　　　　図2ア．　　胃粘膜下温度と留1血1流：搬：

　　　　レチンの影響（テトラガストリソ刺激
　　　　下）
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図26，　腎粘膜血流鍛・胃液分泌墨に対するセクレチンの影響

　　　　（テトラガストリン刺激下）

膜血流盤も同様に冷却中に看洩減少し，平均滅少率は　　　　　（2）2僧C冷却

15％であり，冷却中止後には胃全血流黛と同様増加　　　　1時間にわたって習粘膜下湿度を20℃前後にとど・

し，その平均増加率は74％となった（表11および図　　　まるように冷却すると，胃全1血隻流鐙および1墨鎌1｛膜血流

27・28）。また冷却前には8％であった胃全血L流量に対　　　量は冷却中・冷却r†1止後を通じてともに減少し，その

する胃粘膜血流蚤の割合は，冷却によって10％とあま　　　平均減少率は胃全血流錨：においては冷却中には7（1％，

り変化を認めなかった。　　　　　　　　　　　　　　　冷却中止後には40％セこなり，漸次圓役する。胃粘膜1血L
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表11阯血灘：（TIり一rIl粘膜1血流：軽1：（MF）に対する3。・C冷却の1灘

N。体垂纐億測瀕睡レ塗塑煎一＿⊥．亙」L＿塗．塑止饗．．．
＿一．．一．」蜜L．豊）昌 Q…一＿．．塑L伽・璽野　伽1・饗野

6　　　　　　8，5　　　　　　95　　　　TF　　　　　12・7　　　　　11・0　　　　－13　　　　21・7　　　　　十　71

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　1．1　　　0，8　　－27　　　L8　　十で｝4

51　　　11．7　　　126　　　TF　　　12・0　　　11・0　　　－8　　　24・5　　　十104

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　1、1　　　1．1　　　0　　　2．2　　十100

12　　　　　　　9，3　　　　　　　86　　　　　’r］F　　　　　　28・2　　　　　工5・6　　　　　－45　　　　　29・6　　　　　　十　　5

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　2．2　　　1．8　　－18　　　3．5　　十59

　平　均　仙　　TF　17・6　12・5　－22　25・3　＋60
　　　　　　　　　　　　　　MF　　　1．5　　　1．2　　－15　　　2．5　　十74

表12　闘全血L流量（TIで），　ll艶li膿血流量（M　F）に対すゐ20℃冷却の影響

一甑騎一燈．鯉蟹「議！浩齋濃⊥轡一
　　17　　　15．5　　　130　　　TF　　　25・6　　　7・9　　　－69　　13・7　　　－46

　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　2．8　　　1．4　　－5〔｝　　24　　　－25

15　　　14．8　　　 126　　　TF　　　64・5　　　24・3　　　－62　　　48・5　　　－25

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　4．0　　　2，4　　－40　　　2．6　　－35

3　　　11．5　　　110　　　TF　　　28・7　　　5・7　　－80　　15・0　　　－48

　　　　　　　　　　　　　MF　　　2．7　　　0、8　　－70　　　1．2　　－61う

平　均　仙　　TF　23・1　ユ2・6　一7〔，　25・8　－4〔｝
　　　　　　　　　　　　MF　　　3，1　　　1。5　　－53　　　2。0　　－42
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　　図2＆　　　胃粘膜下温度と田粘膜血流量

流量の平均減少率は冷却中においては53％，冷却中止　　　合は2Q°C冷却により12％と変った。

後には42％であった（；表12および図29，30）。次に冷却　　　　（3）10°C冷却

前9％であった昼拓瓢疏鐙に対する1繍【膜1血L流燈の割　　　　本装謄呼1に組入れられたロータリーポンプの懐能
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図30・　　腎粕膜下温度と闘粘膜、血流量

上，1時間にわたり冷却し’ぐ胃粘膜下温度を1⑪゜C｝こ　　は48％の減少率を示し．ており，復温轟：は顕「翫t窺1無流

保つことができたのば30分であったが・この冷却期間　　：髄の剛復は認㌍bられない（表13およ口ご図31，：3Z）、，次に

中冒全、血流盤および胃粘膜血流量はともにlk逗少した。　　冷却前9％であっ渇！撫血流搬に対する胃糊蜘盆灘畏1：

その減少率は胃全血流搬の場合冷却中67％であった　　の割合は冷却にょっ・（13％となった．

が，冷却中止後には51％と回復しており，また胃粘膜　　　　　㈲　5°C冷却

1血L流盤の場合冷却中には44％の減少率，冷却中止後に　　　305｝にわたって糊粘膜ド温度を5噸℃擁li巌孤ドげる菰
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衷13　111・緬L湘｝：（：TF）謂糊庭ln工撒1：（MF）に頬｝一る10・℃潮ミllの脚ll

．轡＿総ボ．．蟹欝測1警il－、三鑓耀、…姦瓦去［L・霧ゲ蕩濃坤舞i碁一

　10　　　　　　12，5　　　　　　110　　　　　’rF　　　　　　77・0　　　　　3L1　　　　　－6｛｝　　　　　23・5　　　　　　－69

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工v【rJ　　　　　　　　6，3　　　　　　　　3，9　　　　　　　－－38　　　　　　　　3，｛・；　　　　　　　－43

　73　　　　14．，8　　　　138　　　 FrF　　　 を）8・3　　　 25・6　　　 －－ V4　　　 27・2　　　 ・－ V2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム！IF　　　　5．9　　　　3．7　　　 －37　　　　3．：う　　　 一一 S4

74　　　　　　　13．4　　　　　　　128　　　　　　くrF　　　　　　20・8　　　　　　　6・7　　　　　　｝（う8　　　　　　1＆6　　　　　　－11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　　　　2．1　　　　　　‘｝．9　　　　　－57　　　　　　し｝，9　　　　　－57

　　　平　均　値　　TF　65・4　21・1　－』67　23・’1　楕1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至vlF　　　　　　　4．8　　　　　　2．8　　　　　　－44　　　　　　2．6　　　　　－48

表　14　　　　艮『≦とlf【LΨ瀧：踵i：（’r　F：），　鴇「求占畦莫lnL洞紅i辻（F氏圧）｝．二文・1・－3噛る5nC｝令去11α）jl｝多￥斗…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　折き虫P肩i∫　　　　　苔丁　　去ll　　rl・1　　　　　～〔竹　去【l　i卜1　⊥1二　f慶

．．N戟求D一．でイ1た誹　 1「｛甥ll：測窺項li…磁ン議　’一・〔渦’，・』『「・1院齊　・ψ加　寺璽劣ヂー

　　72　　　　　　　12，8　　　　．　　1〔｝8　　　　　　7rF　　　　　　83・4　　　　　　29・1　　　　　　－65　　　　　　11・2　　　　　　－87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　4，9　　　2，5　　－49　　　1、6　　－〔う7

913、5120’r〕F78・014・7－8111・3－86
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　5。4・　　1，6　　－70　　　1，3　　－76

50　　　　1、L2　　　　128　　　 TF　　　 74・7　　　 15・7　　　－80　　　11・2　　　 －85

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　3、9　　　1，8　　－54　　　L6　　－5を）

平　均　値　　TF　78・6　玉｛）・8　…75　U・2　－86
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MF　　　4．7　　　2．0　　－58　　　1．5　　－67
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図　32．　　　　　　懸ヨ　端占　踵夷　一ド　溢註　度　 と　　胃　米占　証莫　1f1L　海i　j費
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図33・　胃粘膜“ド温度と1際1血流趨：　　　　　　　図35・周全1血L流最（TF）1胃粘；1莫血流鍬（MF）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する脱血シ製ックの影響
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図34・　　胃粘膜下撤度と冑粘膜」血流最

・10°Cの場合と同様に胃全血流鍛・留糊莫il【工流：漿：はい　　　また冷却前7％であった駐」≧1血L流量に対する1重1粘膜1血L

ずれも磐しく減少した。減少率についてみると樹金血　　　流簸の割合は，～賢却により10％となった，，

瀬においては冷却「国こは75％，冷却中鹸にをよ86％　　　5・脱lnLシ・ックの1緬弼齢二綱・る影轡1

となる。また胃粘膜血流簸においては冷却中には58　　　　（1）非刺激下，脱lnLショックの田血流錨：に対する

％，冷却中止後にも依然67％の減少率を示し，両者と　　　　　影響

も冷却中止後胃粘膜下温度は上昇しているにか場っら　　　携建循環」血液鍛の30％にあたる脱血を行ったとこ

ず・血流量の減少が著るしい（炎14および図33，34）。　　　ろ・胃全血流鑛：および胃糊漠血流1凱kいずれq、滅少
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衰15　冑金i血L流銀：（rl’F），鴇1粘膜」血流圭蓮：（MF）に対する脱1血1｛生ショックの影縛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱1血前　　　脱　　1血t　時　　　　そ夏　　　　血L

＿H∵斐避＿竪讐運！弛li亜「幽一唾鍵三亜こ甥1二

20　14，8　152　TF　39・6　1ど1・6　一63　16・9　－57
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　　　　　　　　　　　　　　TF　　　24，3　　　4．9　　　－80　　　3．5　　　－8680　　　　　　16．｛）　　　　　115

　　　　　　　　　　　　　　MF　　　1．8　　　L2　　－33　　　1．2　　－33
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図36，胃4こ1血L流盤（TF），胃粘｝1夷由し流蹴（MF）

　　　に対する脱1飢シ聾ックの影響（ヒスタミ　　　　　図37．　大腿動脈脹と1茎1血流量（アミノピリン・

　　　　ン刺激下）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリアラン法と電磁流量計による測定値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の比較）

し，その減少率は習全i血L流最においては67％，岡籾嘆　　　る脱1鮭を行ったところ，胃全1nL流凱胃糊夷血流鑑お

」血流蟄においては45％となった。等鍛の輸血後もその　　　よび胃液分泌燈はいずれも減少し，その減少率は胃全

減少率は胃創酬縄においては69％・胃粘膜1血流墾に　　血流最セこおいては39％・剛llii膜1血流鍛においては50％

おいては58％とほぼ変りなかった（表15，図35）。ま　　であるが，留液分泌燈の減少率1池25駕にとどまった。

た脱血前11％であった宵全血流蟄に対する胃粘膜1直L流　　　等量の輸1血1後もその減少率は冑全1血疏鑑においては60

貴の割合は脱血シ。。ク中17％となった。　　　　％・胃粘膜血流貴においては61％を示しており・胃液

　　（2）ヒスタミン刺激下，脱血ショックの胃血流量　　　分泌鑑の場合には21％の減少率を示していた（表16お

　　　に対する影響　　　　　　　　　　　　　　　　　よび36図）。

　非刺激下と岡様に，推定循環血液最の30％に相当す　　　　なお脱血ショック雲験において電磁流量計によ・って
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表16　　胃全［f【L流鍛（TF），　Il騨1【i膜1画L流墨：1｛1（MF），液分泌無（SV）

　　　　　に対する脱拍1性ショックの影響（ヒスタミン刺激下）

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　脱血前　　　シ　三署　ツ　ク　　　　復　　lnL　後

．坐．窪避．腰笠．．i則定項u函『一函「　醗三疲1燦1－1

　　　　　　　　　　　　　　　’rF　　　　　　　90、1　　　　54．〔…　　　　　－39　　　　　40，2　　　　　－55

　19　　　1L5　　　120　　MF　　　30．3　　16．7　　－45　　16．4　　rl6

　　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　 lバ｝2　　0．78　　 －24　　　 0．77　　 －25

　　　　　　　　　　　　　　　’rF　　　 100．4　　 79．9　　　 －20　　　37，7　　　・－62

　32　　　1LO　　　l30　　MF　　　26．ユ　　17．2　　－34　　　9．0　　－66
　　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　　O・38　　　0，31｝　　　－5　　　　0，23　　　－39

　　　　　　　　　　　　　　　TF　　　　　　43・5　　　　18．2　　　　　－58　　　　　15．9　　　　　－64

33　　　8．0　　　65　　MF　　　14．8　　4．1　　－72　　　4．3　　－・・71
　　　　　　　　　　　　　　　SV　　　　　　　O．80　　　　0．43　　　　－46　　　　　　0，8り　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　　　　’rF　　　　　　　77．9　　　　50，9　　　　　　－39　　　　　：・31，3　　　　　　－－60

　　平　　　均　　　値　　　MF　　　2：3。7　　12，7　　帰｛〕　　9，お　　一lil

　　　　　　　　　　　　　　　SV　　　 O，73　　0．52　　－25　　　｛｝．4を｝　　…21

計測した甥全血流銚も，クリアランス法によ．って得た　　　　　　1．　ll抽L字寵ll！：の測定方法｝こっいて

威績と1司様減少を示し，その脱血ショックF卜1の胃全i血し　　　今1－1までに行われてきた胃lll噺‘蹴の測定方法には次

流盤の減少率は脱血時ililの値にくらべて27％であり，　　　に掲げるような数多くの方法がある、、

復血後にも脱血前の75％の値を示していた（図37）、，　　　　　（1）VenouS　effeleut　Iue亡hQd25）－27）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②Electr。magnetic　flow　met“r　probe3蹴9）

　　　　　V考　按　　　　　　　　（3）Ult，。、。11i、　fi。w、。，t，，・・）

　さて冑血流蟄に関して次のように考慮しなければな　　　　　（4＞Str｛，mullr31）

らない問題点がいろいろある。その第1は測定方法に　　　　　（5）PUIllp　perfusiOn27）32）33）

関する問題である。前述した様に周壁内の1丘1管構築は　　　　　（6）Vivi－perfusil」n35）

複雑であるため，これまでに留の1血L流測定法｝こ関して　　　　　（7）組織酸素濃度

10数種の方法が報告されていながらも，十分日酌を満　　　　　（8）Heat　clearanCe36）

たすものはまだ見当らない。第2に現在までに報告さ　　　　（9）交叉熱躍対法37）

れている測定法のほとんどすべてのものが留金血流繊　　　　㈲　Acet｝71e肥Uptak¢法鋤

の測定を凝象にしたものであり，闘粘膜の1nL流を対象　　　　｛111　Prillzmetal球ころがし法翻1）

にした方法が少ないQ簾3に留動静脈吻合の検索に関　　　　　（12）42K　C1蝦Lmnce42）・13）

係した報告は2～3あるが，その成績はまだ統一され　　　　（1318｝｝Rb　Clearance44）45）

ていない。策4に習粘ll莫i血L流と1響液分泌との相関につ　　　　　働　131正¢1ea「ance17）鱒

いての検討が不十分である。第5に胃粘膜は1署体音【1と　　　　U5＞85K「Clea「a：lce47）48）

幽門前庭部とでは機能が遼うため，」ω充星についても　　　これらの方法は大部分剛漁流敏を1｝II腱するもので

粘膜の性状の途いを考慮して・検討を進める必要があ　あるが，今口まで報告された1糖㈱の1礎伽蝦告

る。この最後の聞題に関しては，著潜の測定方法では　　　者によって色々である。その理由としては，麻酔の影

部分的な測定を行うことが不可能なため，触れないG　　響，測定のために必要な操作，泄腱計器などの違いが

とにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係しているものと考えられる。

著者はアミノピリソ・刎アランス法をlilいて蘭正　瀦が採用したアミノ吻ン・クリアラン繊叫目

流蚤を胃全血流蚤と胃粘膜血L流量とに分けて測矩し，　　点としては，前に述べたように，①胃金1ω繊1：と冑漏li

同時に胃液分泌量，pHおよび剛棚莫下温度を測定し　　膜1丘疏量を同1臨二llll腱できること，②経時的測定がr・∫

た結果から，前述した第1から笛4の問題について検　　能であること1さらに，⑤胃液分泌蹴と上ヒ較でき，④

討することにした。　　　　　　　　　　　　　　　　急性実験だけでなく，慢性実験にも趨用できる二と，
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⑤無麻酔でも泓1窺が可能である2紛ことがあげられ　　臨酬’1朔を除外する目的で通・常抗ヒスタミソ剤の投

る。その反而木法のクく点としては，①腎内区域別1飢流　　　与が行われているが，文献上この薬剤によるli影響につ

を知る・二とができないこと，②相騒土のフ’ミノピリソ　　　いては2～3の報告があるにすぎない〔，すなわち島

を持続注入していなければならないために，骨髄機能　　　津鋤畳こよれば抗ヒスタミン剤の｛量1字によっても11緬L流

を抑制するおそll、があり，臨床的応用が困難なことな　　　蹴，　pHに変化は認められオ⊆いしBelllゆらも本剤投与

どがあげられる繭　　　　　　　　　　　　　　　　　後90分li、llは1主抽L流ll：が・定であったと述べているが，

　　　2．　1’液分泌J‘進剤を投与しない状態における　　　Wolff50）らによれば本剤投与によりII如L流：1置が減少す

　　　　胃1釦∫【L流二馳お。kびll粘膜ir旺流量の検討　　　　　　ることが報告：kれている。害隊は抗ヒスタミソ剤とし

　冑の単位［照蹴（9）当りの留金lllL流1とについては　　　てヒスタク…ルを1｛｝7’塀皮下注射したが，1’ポ勧llL流「1｛：，

Burl〔川硬）pitz24）は冑動静脈潅流法により0．21紹／分，　　　1卜翔llli膜血わi旙㌃および四液pHに変動は認められなかっ

Boeuheim2①曲）は0．26紹／分。島津28）は0・13躍6／分，　　　た。

Cummin鼠25），　Willoxら20）は0．14η6／分と報告してお　　　　（2）ヒスタミソの冑」nL流1｝：々．：対す鞘堺t｝i

り，Delalleyら43）4ずDは42K，86Rbクリアランス法魯川　　　従来ヒスタミンは1’1液分泌刺激斉1として川いられて

いてo．54紹／分と報告している、，著欝の成績では冑単　　　来たものであり，胃金il［L流i幽ご．及ぼす影騨についても

f，璽鍬（g）当り0，37土0．21彫／ク｝であり，諸家の成紙　　　多数の報告があるが，その系ll1果は極めて様々であるく、

の範囲内にある、、次に緊llllli膜［血L流皇11：のlill］定値につ1、・て　　　す汚d’らCutti11951），　ThQmPu呂〔川ユ【1），　S‘〕sin陶，　LG〔｝一

は現在までにあまり報告がみられず，わずかにBell　　Ilard冒3），　Peter53），　Jac‘，bs‘｝！、5｛），　Rudick55），島ll128）ら

ら47）48）が85Kな用し・て，留単位：lll爵：（9）あたり｛｝・94　　　はいずれも1二，ス・タミンが冑全血流1：な工曽加させること

土0，34紹／分，D¢laney1）らは42Kをもちいて0．39認／分　　　な述べているのに対し℃Lim：15），　BQonh¢i112〔i）49），

とゆう値な報告しているが，なおPeter＆Womacl｛41）　　Willl，x29）50），　ll曾水5正｝），　Men冨uy21），ら1、ヒ逆に本剤が1冒

はこの値はあまりに．も大きすぎると述べている。署者　　　全lnL流蟻を減少させると報告している，，このような成

の場合には胃単位重」垂3：（9）あたり0、033土0．014紹／分　　　績の違いについては，Jacぐ，bson4）は1探酔ぺ乎術など，

と今述べたBelL　Delaneyらの数値を大きく下廻って　　　胃lnL流鍵測矩に関する共通の問題に加えて，ヒスタミ

いる。これに関しては胃全［血L流量に対づ一る胃粘腱lnL流　　　ンの投与量の1差を致視している、，冑粘膜ll旺流：見1：岸二関し

量の割食を薯者らは10％としたのに対してDelan¢y　　ては，アミノビリン・クリアランス法によりJac（，bsOI1

らが72％と大きくくいちがっている点に勲L目する必要　　18）29）32），HarperS），林①1n）らは1】料i膜1血t流」｝r：を増加さ

がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せることと報告しており，Bel1らは85Kr・17），　Heat　c玉e－

　　　3．　麻贈の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　aranceξIG）を使って∴またRichardsら16）は交叉熱｝琶対

　麻贈の影響｝こより，胃lf［t流量の測定成帝韮1にノ異が生　　　によって増加な述べている。著者もヒスタミンが習全

まれる可能性は十分にありRudick3°），　JacobSt）113）ら　　　1血L流蹴，籾粘膜1血し流：量のいずれをも増加させることを

は最近無麻酔において胃1血L流を測定しており，習の循　　　認めている。さてヒスタミン投与によって腎動静脈吻

理生理を知るためには麻酔｝ドの実験にくらべてはるか　　　合が閉鎖するとの報告がOxygel15aturatiolullffe一

に有意義なものといえよう、、しかしHarper8）らはア　　rence5の，1）ye　dilutiOn、tQcl111ic謝，　Prlntzmeta1

ミノピリソ・クリアラソス法により麻酔下に習血流鍛　　　111鱒1，hQd鱒などのいるいろな方法によって測定された

を測定して，麻齢による影響はjl際に1，巡ないとのべて　　　成績を基にして報告されているが，　ll全前L流鼠に対す

いる。著者尋よすべて麻酔下で腎［白L流測定実験を行った　　　るl」粘膜1頗充量の劉命から検討した結撮，ヒスタミン

が，笑験中麻齢深度を一定に保ちえないため，一部に　　　投与i1｛1にくらべて，ヒスタミソ投字後，この捌合が’増

は麻酔の影響が関与してくることは否めないとして　　　加することから，留動静脈吻合の閉銭コが関嫉して胃棄

も，著者が本案験中必要に応じて50〃幌のミンタールを　　体の血流のなかで粘膜⊥血L流が占める比率が変っている

追加投与した場合，…過性の大腿動脈血圧の低下以外　　　のではないかと考えたい。次に胃粘膜［llL流戴と闘液分

に，腎血1流箪の変動，周液pHの変動はみられなかっ　　　泌蹴との関係については，　JaCQbs〔mら29）ll埼持1「i膜lnl

たことかち，Harperが指摘したように，麻酔の影響　　　流壷の増力11と平行して胃液分泌量の増加が認められる

は重視する必要がないではないかと考えられる。　　1　　ことと述べているが，Bell49）らはこの両者の間に特別

　　　4，薬物刺激の影響　　　　　　　　　　　　　　な相関がないと述べている。著衛の成績によれば，

　　（1）抗ヒスタミン剤の胃血流最に対する影響　　　　　JacobsOnら29）と1！ll定法が同じであるためか，　JacobsOn

　ヒスタミソによる刺激下で実験を行うのにあたって　　　らと岡じように闘粘膜」血酬己冠と胃液分泌鍍との問にII工



　118《562）　　　　　　　　　　　　　　　俗州医　，鼠第18巻
線的関係が認められたが，ここで注意しなければなら　　　鑓が増加し，大」：の投与では遡こ霜1堵少すると述べ，

　ないことはアミノピリソ・クリアランス法によって求　　　Limll5），　Peterl5），　Rudick65），　Nicoloff60）61），　らはア

　められる」血流最の算出法それ自材‘力甥液分泌に火いに　　　　ドレナリン投ケにより胃金面L流」壁が滅少一“陶ることな述

影欝されている点であり，他の方法のように冑液分泌　　　べてい嬢，藩沓の得た成績では，アドレナリソの投与

規と直接関連のないi血L流測定法の場合よりは両者の間　　　によチノ｝」金inL流量は投も中杁二はi変化がないが，投与巾

に一児梱関がありうることになるの』あるいは麟然か　　　止後には冑全1丘〔流．1㌃が増加することを認めた＿方，冑

もしれない。しかし個々のデーターについてみる劇1　　粘膜1白L流細よ没与中，投夢中止後のいずれの1時期に《，

液分泌量が減っても，アミノピリン濃度が大幅に土f｝し　　　ともに減少を認めた。

て・そ P’㈱備卵1舜していることもあり，焔E　（・）イ・プ・テ・ノー・レの隙オ己、，鮒する㈱

繊鄭瞬る醗伽’パターソとも叫致することよ　木斉ゆ阻細轍賊。蕩影鞭述べ燃徽署者
り，特殊翻合をのぞい餉こ測蹴1’1儒渕氾掛　嘲べた欄・α・勘られず謂撚、叢、構燗して

けの1欄とはいえまし’・　　　　　　はJ。c。b，。。ら・・によれば蝦のイ，プ。テ。、．，レ

　　（3）テトラ塑リン嚇Ill脚調する桝　差愛鋤り減少・沙糊蜘・・り逆剛IIする。

　ガ川’リンヴト勃ストリン，”ン効ストリソ　と撚飢ているが，瀦が2卿拙励イ，プ。テ
など嘲L澱に灘す身琳こつい℃撚すると・鴇1 @・ソー・嘲妙して検1言1・した網・で謂緬沼漁胃

全1nL瀦こ関して ｼu〔1ickら5馴榊1，劇瀧　徽1血燃蹴び骸脳1、概も囎し轍粥一る
もに1nL灘の増 ﾚ忍めていゐが・SWan58UI・rP…　加㎎／・拗・本斉U跡で・燗1・、枷、流」、・、嚇。

34）は穫であると述べている・謂撒ω欄…肌て　物すると言う椴な反応が勘られた調、桶こ

舗瓢灘獺llll認撒諜翁磐鋤1幽・膜1・㈱増加にく・べ

糊妙と辮轍壁齢｝ナ礁しい・胱嗣渤・・が　⑥セ・・チ・曙麟圭1糊する㈱
諭ら批と述べている・鞘酬定糸繰は・ても　・れまでに・』セ・・餌・よ網齢泌抑　1　f構二

胃全血流量謂撒麟垂琵皇はいずれもテト・・以・リ　つ・・て…辮lil濾討がマ、漁てきたが謂液分泌と留

ン投与によ・て軸することを・・忍蹴酬酬伽・勿　撫関係晦る隔欄・灘す欄の㈱に関i．て
群械るテ1『ラソ渕’リンの麟響醐して囎麺　はD・1・…y1）…，騨・8・らの、1乏働除いて，。れま一e

調べた糊ではこれまでに報｛葺がないが，瀦の撒　粉な1鮒茄掠ていな・、、儲が，、ク。チ。鮪

察お割覇全血逝薗こ対する醐嘆血獺咽　・・よる馳韻畷化蠣1批線では謂全並、流
含澱鋤にくらべてアトラガストリン欝働・増加　・　・・よ設与鍛化赫さない一ソゴ調徽麟撚1成

しており・このことからヒスタミン岡様テトラガスト　　少しており，テトラガストリン刺激下でセクレチンを

リン淵醐勉合の閉鍵もある・・醐机ている　拗し燃果では謂舳醜謂粘i齢椴の呼
のではないかと考えたい・次にテトラガストリンによ　　　れも明らかに減少した。

る鰍下に鮒る胃粘膜臓貴謂灘泌・趾醐関　　・．｛氏温鰍の髄継，：に対する購（冷却）

については・Jac°bs°nら29’鵬粘膜血流趾平砒　　冑｝脚あるいは1、麟，）ミ臨床的嚇用され℃、るに

て髄分閥の鋤けること嬬めてし・るが出・・　もかか櫛ず，脳膿と隙構1、との関禰側寵
ミンの齢に比べて，ばらつきが多い・とを述べてい　で・・とン，あま朔らかにされていな、、。P，、。，蹴

る・瀦の鍛ではヒスタ・ソのときと1・弓様謂轍　よれ囎嚇、渡を・・－1・・cの・ベルに一ドげると謂

蝉盤胃醐泌鍛と嚇こ鰍白欄係瑠められた　・購・：は・7繊少しさらに1－・・・…凶レ・・下げ

が，【搬こ述べたようなアミノピリン・クリアランス法　　　ると，岡ln疏攣：は90％減少すると述べており，　NICo・．

そ鴻体醐する獺歓くことができない…　　ff…は・繊謳渡を1。一玉5・・に下げると，階、鱗

　　㈲アドけリンの胃麟騒闘する影響　　蹴65～75撫少脳と幸胤ているc諒た繊…に
アドけリンの胃麟駄及ぼす撚こついて鷹　よれ購鞭血瀬・翻一・・％の1鰍♪、、した燃べ

れまで紬蝋の報告があるカいを峨績蠣め徽　ている講都・・得た鰍によると，蹴（闘膜D
一歓いている・すなわちCu・1mi・g25’，戯阻　lllI戯3・°Cに下げると謂鋤L獺、，闇i痴1㈱、

Delaneyユ）ユ9’，瀞6’ら｝よアド・ナリ・鵬・・よ・て　は瀦t囑合の2Q％前後1妙するが，1誓劇，h働力．

融麟盤灘しく増加する・と継べており・…一　え・て麟蹴冷蠣の伽6・－7吻曽加している。

mps°n5°’らは蝿のアドレナリ・投々・に」・蝟鋤流　概温蹴・。°C，1・℃，・・Cと下げて行くと諦却
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中には闘金ln疏燈はいずれの冷却群でも冷却開始前の　　　　2．　ヒスタミソ，テトラガストリンの投ケにより｝1

値の70％i】11後に減少し，1・1粘膜血流」鎧もlil∫臓の50％前　　　全1飢流±1エ，岡粘膜lnL流｝lkオδよび胃液分泌戯よともに増

後にまで減少するが，冷却中止後のlf且流1【ll復状況は冷　　　加し、　l　l≦≧【n聯鼠に対する1猟［i膜1血L流：lll：σ）割台も増加

却温度が低くなるのに従って，ll金、inL流圭1のlll1復カミ遅　　　しているQ次に胃粘膜前エ流：ll：とlll液分泌：蹴の相［矧はヒ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタミンあるいはテトラガストリン投与下におし・ても

　　　6，脱血ショックの凱llL流蝕に対する影緋　　　　1目：線的関係にある、、

　脱血ショックが全身の循環に大きな影響を与えるこ　　　　3・　アドレナリンでは投与に．1：りll響全1血L流量はi変化

とは周知の事実であるが，I」血流践に及ぱす脱1丘Lシ，置　　　がなかったが，一一：方，冑粘膜ln麟il：には軽度の減少を

ックの影響についての検討はほとんど行われていな　　　フFした。オにお冑全血流証：に対する糊粘膜拍L流錨：の1劉念

い。i著岩が非刺激下において惹起された脱［血Lショック　　　は本剤投与により軽度ではあるが減少した。

では，岡全血流量の減少にくらべて，1・淵i膜i血疏豊：の　　　’L　イソプロテレノールの廻1投ゲにより・1匡1全1血L

減少は軽微であ・った。一方ヒスタミソ刺激下において　　　流爆：，胃米占膜並L流鐘：および留液分泌塁｝：はいずれも減少

脱【nLショックをひきおこさせて，測定した結果では，　　　した・ド・・方木剤の少轍投与・では1両全lnL流鐙セ素変化を示

胃全［nL流1レ，胃冴衡血L流llξ：はいずれも減少しているが冑　　　さず，冑粘膜［nL流撤および冑液分泌！霞：は増加した。次

液分泌騒の減少は1・捕li膜［llL流盤の減少にくらべて少な　　　に田金1鱒塩：・に対す捲・習粘臓lnL沸1：〃甥1醐合は本剤の火

く，PQOlin9が冑粘膜層｝こあらわれているとも労えら　　　星1：投伊では増かilする反面，少届：投与で1よこの割合は変

れる。なお脱血ショック実験において，伺一・実験動物　　　化をボさなかった・

におけるアミノピリン・クリアランス法と電磁流璽卜　　　5・　セぐンレチン単独投与・により，冑金lflL流伽よ変化

による円全」血1流：融の測定値を比較してみると，両者の　　　しないが・1冒粘膜血流融壱よ軽度の低下を示す・テトラ

闘に測薙値の蓬異はあるが，シ引ックに伴なう血流鍛　　　ノゴストリン刺激下でゼクレチンを投与すると，鴇粘膜

の減少は大体同じパターンをもって出現した、、なおこ　　　111［流：義〔も1栓血流己髄もいずれも明らカに減少したQ

の2つの測定法によ磁には、置1蜘騰計に」：る場含，　　6…1齢却・1融酬i関ぐ）温度を低下させるのに

胃から流出する静脈1血Lを兜金に捕捉していないことな　　　従って・留全1血L流髭1：，1鍬i膜1血L流鍛はともに減少する

ども関与していよう。　　　　　　　一方諦姻1止後のり’ミゥン曙豫はおぎ尽くな
なおヒスタミソ，テトラガス団ソの4雛おいても　る・馳血7蝋に対する剛撒1硫融害撫醗度な

述べたように，他の刺激すなわちイソプロテレノー　　　がら増加している。

ル，低温刺激脱1肛ショックにおいても胃全lnt流盤に対　　　　7・　岡分泌非刺激下，脱1血1ショックの場合には胃全

する胃粘膜血流最の割含が増加し，またアドレナリ　　　血流量の減少にくらべ・図粘膜1血L流盤の滅少尋よ軽度で

ソ，テトラガストリン刺激下のゼクレチソにおいては　　　ある。ヒスタミンによる刺激下では，胃全1血流盤およ

逆に減少した，，この欝実はこれら薬剤，低温刺激脱　　　び膠歪粘膜血流錨：ほいずれも減少するのにくらべ，F撒

血ショックが多少なりとも胃動静脈吻合の閉鎖，開放　　　分泌鍬の減少が蝿度である。なおアミノピリン・クリ

に関与しているものと推定したい。　　　　　　　　　　アランス法と電磁流｛蝋1’による剛≧1血L流鑑を同一・励物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で1剛1寺に．測定した結果では，1阿法による測定値には母

　　　　　VI　結　　語　　　　　　　　　　　　　　　的な湿：はあるが，ショックに対する反応パターソは同

　冒血流鐙の測定には多くの囚鈴が関与・，影響するた　　　　様であっ’た，，

め，これまでに報告された測定値もまちまちである。

禦弊鴨勢了禦欝慧鵠轡L鶴蜷餓llll鞘講ll鞍器羅糀

せてll全血流量，胃液分泌超：を測定，相互の関係を検　　　器病学会総会，第53回日本循環器病学会関東甲僑越地

討した．また融血流燈に対する胃粘脚1流鼠の齢　方会およ醐事1姻淋脈騨辮会で発糞した・

の変化か・，鰍刺劇1・なう謝脈㈲搬藷1糠騰購議轡欄助゜をい
な検討した。

　1．　麻酔下，得分泌非刺激下における犬の冒全1nl流

量の平均値は髄1量（9）当り0・37士0・21曜分，胃粘

皿莫≡血L渉1己最をよo．033土o．014刀z6／分，　また胃全1血汐1己盤｝こ．対

する胃粘膜血流壁の割合は10土5％であった。
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